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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第58期

第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 2018年８月１日
至 2019年４月30日

自 2019年８月１日
至 2020年４月30日

自 2018年８月１日
至 2019年７月31日

売上高 (千円) 5,591,678 6,434,819 8,327,291

経常利益 (千円) 547,569 557,868 745,276

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 376,341 387,879 524,329

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 368,097 381,150 514,099

純資産額 (千円) 3,837,282 4,266,879 3,983,283

総資産額 (千円) 8,835,056 8,124,785 9,402,041

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 213.09 219.58 296.88

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 43.4 52.5 42.4
 

 

回次
第58期

第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年２月１日
至 2019年４月30日

自 2020年２月１日
至 2020年４月30日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 70.55 21.16
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　株主資本において自己株式として計上されている役員向け株式交付信託が保有する当社の株式は、１株当た

り四半期(当期)純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や高水準の企業収益などを背景に、景

気は緩やかな回復基調であったものの、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う国内外での経済活動の停滞・

縮小の影響により、景気は急速に悪化し極めて厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは海外事業の拡大、グループ会社間の事業連携強化、生産力の強化に取り

組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間における売上高は、包装機械事業において主力商品の販売が好調に推移したことか

ら、前年同期に比べ843百万円の増収となりました。利益につきましては、包装機械事業における増収効果により、

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べ増益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は6,434百万円（前年同期比15.1%増）、営業利益は556百

万円（前年同期比2.2%増）、経常利益は557百万円（前年同期比1.9%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

387百万円（前年同期比3.1%増）となりました。

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①包装機械事業

主力商品であるメカトロハイスペック包装機を中心に給袋自動包装機の販売台数が増加したこと等に伴い、売

上高は5,697百万円（前年同期比23.4%増）、営業利益は570百万円（前年同期比17.1%増）となりました。

②生産機械事業

大型プラント案件に係る付帯設備の販売実績が減少したこと等に伴い、売上高は737百万円（前年同期比24.2%

減）、営業損失は13百万円（前年同期は営業利益57百万円）となりました。

 

(2) 財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は8,124百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,277百万円減

少いたしました。この主たる要因は、現金及び預金が915百万円、売上債権及びファクタリング方式より譲渡した売

上債権の未収額の合計額が368百万円、それぞれ減少したこと等によります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は3,857百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,560百万円減

少いたしました。この主たる要因は、仕入債務が442百万円、前受金が367百万円、その他流動負債が561百万円、そ

れぞれ減少したこと等によります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は4,266百万円となり、前連結会計年度末に比べて283百万円増

加いたしました。この主たる要因は、利益剰余金が289百万円増加したこと等によります。
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(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は216百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,600,000

計 5,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年４月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年６月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,798,800 1,798,800

東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 1,798,800 1,798,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2020年２月１日～
 2020年４月30日

― 1,798,800 ― 251,577 ― 282,269
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年１月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

2020年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,400
 

―
単元株式数は100株でありま
す。

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,796,200
 

17,962 同 上

単元未満株式 普通株式 1,200
 

― ―

発行済株式総数 1,798,800 ― ―

総株主の議決権 ― 17,962 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」には、役員向け株式交付信託の信託財産として、日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）が所有する当社株式30,585株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）
ゼネラルパッカー株式会社

愛知県北名古屋市宇福寺
神明65番地

1,400 ― 1,400 0.07

計 ― 1,400 ― 1,400 0.07
 

(注) 役員向け株式交付信託が保有する当社株式30,585株は、上記の自己株式等に含まれておりません。なお当該株

式は、四半期連結財務諸表において自己株式として表示しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年２月１日から2020年

４月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年８月１日から2020年４月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,035,116 1,119,738

  受取手形及び売掛金 1,694,127 1,223,033

  電子記録債権 103,145 92,570

  仕掛品 2,173,110 2,107,392

  原材料及び貯蔵品 380,226 416,989

  未収入金 ※  270,149 ※  414,580

  その他 98,618 59,425

  流動資産合計 6,754,494 5,433,729

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 456,026 432,726

   土地 646,618 785,645

   その他（純額） 50,872 47,310

   有形固定資産合計 1,153,517 1,265,682

  無形固定資産   

   のれん 623,435 596,064

   技術資産 561,898 537,229

   その他 127,189 115,809

   無形固定資産合計 1,312,523 1,249,104

  投資その他の資産 181,506 176,269

  固定資産合計 2,647,546 2,691,056

 資産合計 9,402,041 8,124,785

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,817,161 1,351,084

  電子記録債務 307,349 330,827

  1年内返済予定の長期借入金 111,996 108,996

  未払法人税等 172,889 58,044

  前受金 1,269,656 901,717

  賞与引当金 － 78,579

  役員賞与引当金 26,250 －

  製品保証引当金 39,293 27,897

  その他 723,811 162,431

  流動負債合計 4,468,407 3,019,577

 固定負債   

  長期借入金 522,682 441,685

  株式給付引当金 17,700 23,562

  退職給付に係る負債 39,713 41,661

  その他 370,253 331,420

  固定負債合計 950,349 838,329

 負債合計 5,418,757 3,857,906
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年４月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 251,577 251,577

  資本剰余金 306,392 306,392

  利益剰余金 3,484,267 3,773,294

  自己株式 △67,210 △65,912

  株主資本合計 3,975,026 4,265,351

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,238 7,846

  為替換算調整勘定 △4,981 △6,318

  その他の包括利益累計額合計 8,257 1,527

 純資産合計 3,983,283 4,266,879

負債純資産合計 9,402,041 8,124,785
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年８月１日
　至 2019年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年８月１日
　至 2020年４月30日)

売上高 5,591,678 6,434,819

売上原価 4,024,020 4,738,878

売上総利益 1,567,657 1,695,941

販売費及び一般管理費 1,023,041 1,139,290

営業利益 544,616 556,650

営業外収益   

 受取利息 199 199

 受取配当金 406 416

 仕入割引 1,564 2,155

 その他 5,048 2,443

 営業外収益合計 7,218 5,215

営業外費用   

 支払利息 4,265 3,453

 その他 － 543

 営業外費用合計 4,265 3,997

経常利益 547,569 557,868

特別損失   

 固定資産売却損 － 424

 固定資産除却損 0 477

 特別損失合計 0 901

税金等調整前四半期純利益 547,569 556,966

法人税、住民税及び事業税 190,803 174,269

法人税等調整額 △19,575 △5,182

法人税等合計 171,227 169,086

四半期純利益 376,341 387,879

親会社株主に帰属する四半期純利益 376,341 387,879
 

EDINET提出書類

ゼネラルパッカー株式会社(E02469)

四半期報告書

10/16



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年８月１日
　至 2019年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年８月１日
　至 2020年４月30日)

四半期純利益 376,341 387,879

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △7,388 △5,392

 為替換算調整勘定 △854 △1,337

 その他の包括利益合計 △8,243 △6,729

四半期包括利益 368,097 381,150

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 368,097 381,150
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 ※ ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

　

 
前連結会計年度
(2019年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年４月30日)

未収入金 263,983千円 377,200千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年８月１日
至 2019年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年８月１日
至 2020年４月30日)

減価償却費 70,420千円 78,371千円

のれんの償却額 27,370千円 27,370千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年８月１日 至 2019年４月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月25日
定時株主総会

普通株式 43,135 24.00 2018年７月31日 2018年10月26日 利益剰余金

2019年３月４日
取締役会

普通株式 44,933 25.00 2019年１月31日 2019年４月５日 利益剰余金
 

(注) １ 2018年10月25日定時株主総会決議の配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する自社の株式に対す

る配当金748千円が含まれております。

２ 2019年３月４日取締役会決議の配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する自社の株式に対する配

当金780千円が含まれております。

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2019年８月１日 至 2020年４月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月25日
定時株主総会

普通株式 53,919 30.00 2019年７月31日 2019年10月28日 利益剰余金

2020年３月２日
取締役会

普通株式 44,933 25.00 2020年１月31日 2020年４月３日 利益剰余金
 

(注) １ 2019年10月25日定時株主総会決議の配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する自社の株式に対す

る配当金936千円が含まれております。

２ 2020年３月２日取締役会決議の配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する自社の株式に対する配

当金764千円が含まれております。

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2018年８月１日　至　2019年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

       （単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２包装機械 生産機械 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,618,066 973,612 5,591,678 － 5,591,678

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － －

計 4,618,066 973,612 5,591,678 － 5,591,678

セグメント利益 486,689 57,476 544,166 450 544,616
 

(注) １ セグメント利益の調整額450千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
当第３四半期連結累計期間（自　2019年８月１日　至　2020年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

       （単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２包装機械 生産機械 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,697,188 737,631 6,434,819 － 6,434,819

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － －

計 5,697,188 737,631 6,434,819 － 6,434,819

セグメント利益又は損失(△) 570,080 △13,880 556,200 450 556,650
 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額450千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年８月１日
至 2019年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年８月１日
至 2020年４月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 213.09円 219.58円

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 376,341 387,879

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

376,341 387,879

   普通株式の期中平均株式数(株) 1,766,129 1,766,456
 

 (注)１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

２ 株主資本において自己株式として計上されている役員向け株式交付信託が保有する当社の株式は、１株当た

り四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第３四半期連結累計

期間31,200株、当第３四半期連結累計期間30,873株であります。
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２ 【その他】

第59期(2019年８月１日から2020年７月31日まで)中間配当について、2020年３月２日開催の取締役会において、

2020年１月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                 44,933千円

② １株当たりの金額                               25円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日     2020年４月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
2020年６月10日

ゼネラルパッカー株式会社

取締役会  御中

仰星監査法人  
 

 

 
指定社員

業務執行社員
 
 
公認会計士

 
 小   出   修   平

 
㊞

 

 
指定社員

業務執行社員
 
 
公認会計士

 
 柘   植   里   恵

 
㊞

 
 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゼネラルパッ

カー株式会社の2019年８月１日から2020年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年２月１日か

ら2020年４月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年８月１日から2020年４月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゼネラルパッカー株式会社及び連結子会社の2020年４月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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